
よこてサテライトカレッジ若手中堅社員のための人材育成セミナー 

「グラフィックレコーディング講座」        主催 平鹿地域振興局 

◇ 日 時 令和 8 年 7 月２１日（火） １３：３０～１７：００ 

◇ 場 所 株式会社東海理化トウホク （横手市柳田４－９） 

◇ 出席者 企業説明 佐藤 春樹 氏（株式会社東海理化トウホク管理課長） 

    講師   平元 美沙緒 氏（秋田ファシリテーション事務所） 

      横手市内企業の若手中堅社員 １９名 

◇ 目 的 若手中堅社員のための人材育成と異業種企業間の交流促進 

 

1 企業説明 
 

株式会社東海理化トウホクの紹介 

同社は先進的なモノづくりを通じ

て、横手から持続可能な地域社会の

発展に貢献。 
 

主にトヨタ自動車の部品を生産し

ており、県外からの U ターン就職な

どを積極的に採用。女性も働きやす

いよう設備も男女同等に完備し、多

様な人材が安心して長く活躍できる

環境づくりに注力している。 

工場は最新技術を導入し、人と技

術が共同する最先端の環境を整えて

いる。DX と自動化を進めることで、

社員の作業効率の向上とミスの防止

に取り組んでいる。 
 

カーボンニュートラルにも取り組

み、秋田県産の水力発電による電気

を１００％使用するなど、環境に配

慮した持続可能なモノづくりを行っ

ている。 
 

また、横手の雪まつり「かまく

ら」への参加や中学生 3 年生（リト

ルシニア）向けの野球大会「東海理

化トウホク CUP」の開催、横手第二

工業団地での異業種交流会（出会い

の場の創出）など、地域社会との繋

がりを重視した活動を積極的に開催

している。 
 

  

 

SNS（Instagram や YouTube）で

の積極的な発信や工場見学の受入に

も力を入れ、物づくりによる地域振

興を図るとともに、地域社会に根ざ

した会社づくりを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（企業説明） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
（工場見学） 

 

 

 

 



２ グラフィックレコーディング講

座 
 

（１）参加者はオリエンテーショ

ン、アイスブレイクの後、プチ意見

交換会を行い、グラフィックレコー

ディング（以下、グラレコ）の方法

やパターンを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●グラフィックレコーディング（グ

ラレコ）とは 

話し合いの内容を、文字だけでな

く図や記号を使って「見える化」す

る技術。 

 

●グラレコの効果 

参加者全員の視線が一点に集まっ

て共通認識を持ちやすくなり、誰が

言ったかではなく「何を言ったか」

に注目できる。平等で創造的な会議

を実現できるメリットがある。 

 「人間同士が集まった時に自然と

陥りがちな状況」を改善し、全員が

共通認識を持ってフラットに議論で

きる手法として、グラレコを紹介。 
 

 

 前段の企業説明、講座前半のプチ

意見交換「話し合いの場の困ったあ

るある」を講師がグラレコ。参加者

はこれらのデモンストレーションを

通じて理解を深めた。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

（プチ意見交換会グラレコ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ミニ会議をグラレコで実践） 

 

 講座の後半ではスタッフ 3 名が模

擬会議を実施。参加者は内容を聞き

ながら、実際に A３用紙にグラレコ

を行った。 

 

●講師より 

 講師を務めた平元氏は、「 どどうや

ったらグラレコが上達しますか？』

とよく聞かれるが、近道はない。毎

回少しでもメモを取るというど打席

に立つこと』が唯一のコツ、と話し

た。 チャンスの回数は限られてい

る。自分がやらなければ、他の誰か

がやってスキルアップしていくだ

け。ぜひ積極的に取り組んでほし

い。」と参加者に声を掛けた。 



３ 参加者の反応 

 受講後のアンケートでは「会社で

も実践してみたい」「絵を描くことに

抵抗があったが、できそうな気がし

てきた」といったグラレコに対する

反応の他、「他社の参加者と交流した

ことで、自分では想像していなかっ

たアイデアや意見に触れ、非常に刺

激を受けた」、「他社の同年代職員と

の交流はとても新鮮で、大変有意義

だった」という声が多数寄せられ

た。 

 

今回の参加者は製造業、建設業な

ど、全部で８業種からの参加となっ

ており、業種の垣根を越えた幅広い

交流が実現した結果、様々な交流が

生まれ、若手中堅社員のモチベーシ

ョンを喚起できたと考えられる。 

 

 なお、講座中は始終和気藹々とし

た雰囲気となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果からも今回の講座に

ついての満足度は高く、若手中堅社

員が望む「伝える力」、「聴く、引き

出す力」について、次年度もこうし

た講座が有効と考えられる。 

 

 

 

 



平元氏グラレコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（株式会社東海理化トウホク 会社説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           
（ミニ会議 観光事業の計画づくり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              （集合写真） 


